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In the late 1950s, a huge artificial lake (Lake Kariba) was emerged by the 
construction of ‘the Kariba dam’ at the middle Zambezi River. Over 50,000 'Tonga' 
people lost their land. Against their will, they were forced to move to a flat plane area 
along the lake which is called ‘Valley’. People made efforts to overcome the adverse 
condition in the area by developing a variety of industries closely associated with the 
Lake Kariba. However, the efforts they made were in vain because of land shortage 
spurred by rapid population increase and frequent droughts. The unfavorable local 
economy which was exacerbated by unstable social/economic factors also aggravated 
the situation. It was said that several thousand households migrated out from the lake 
side: While a majority moved to the ‘Plateau’ area, a minority shifted to the 
‘Escarpment’ area where there are ridges and valleys. 
Escarpment land is unsuitable for extensive agricultural production because of 
limited fertile land and danger of soil erosion. But many of those shifted from the 
‘Valley’ have settled there. I have done field-work at one village located an escarpment 
area in Southern Zambia from August 2006 to June 2007 to examine and analyze the 
livelihoods of these people. 
We observe that they selectively utilize slope as farmland, and diversify their 
daily activities to use available resources such as lumbering to the maximum. As for 
access to livelihoods and resources, the ‘pioneer’ families and their relatives have 
advantage, but it is verified that mutual help relation which extends to out-of-kinship 
line. 
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  ・学名は、イタリック体のローマ字で表記した。 
  ・現地語（トンガ語）は、イタリック体のローマ字に下線を付して表記した。 
  ・それぞれの世帯に付した世帯番号はイタリック体の数字で表記した。 






























































図 1 調査村の位置 



























たという〔Cliggett 他 2006〕。 














































ザンビア共和国（Republic of Zambia）、南部州（Southern Province）にあるシナゾング










 1 世帯を対象に、2006 年 1 月 30 日から 2 月 7 日の 9 日間11、食事調査をおこなった。 
 
GPS（Global Positioning System）を用いたマッピングと畑の面積測定 








カリバ湖周辺の低地と M 村以北の高地での聞き取り調査 




















 南部州は 11 の県で構成されている。調査をおこなったシナゾングウェ県は州の南東に位
置しており、さらに 14 の区に分けられる。県の東部はカリバ湖に面し、湖の対岸は隣国の
ジンバブエである。シナゾングウェ県（4,860k ㎡）の人口は 80,455 人、人口密度は 16.6
人/k ㎡であり、南部州全体の人口密度（14.4 人/k ㎡）よりもやや高い〔Zambia 2000 Census 
of Population and Housing〕。高地の町バトカ（Batoka：標高 1200m）から低地の町シナ
ゼゼ（Sinazeze：標高 500m）を経て炭鉱の町マンバ（Mamba：標高 600m）に至るまで
南北に幹線道路13が伸びている（図 1）。 
県全体の年平均降水量は 800mm 程度であるが、年毎の降水量の変動が大きい（図 2）。




































図 2 シナゼゼにおける降水量の経年変動 
        注 1）現地 NGO の KDF が収集した雨量データをもとに筆者作成。 
        注 2）2000/2001‐2005/2006 年度のデータ。 
 
 調査村である M 村は、シナゾングウェ県のカンダブウェ区に属し、南緯 17°05'、西経
027°20'、標高 700‐900m、西側が幹線道路に接しており村境になっている。村の総人口は
270 人、世帯数 43、1 世帯あたりの平均構成人数は 6.3 人、母系制の社会システム14をもつ
ことで知られるトンガによって構成されている15。家屋は丘の頂上または山腹に設けられ、
数世帯がひとつの場所に固まっていることもある。 



























必要なときには売却・交換したり、婚資として用いたりすることもある。M 村では 20 世帯









表 1  M 村周辺で採集可能な副食源となる野生植物 
方名 学名 収穫始め その他
pukume 不明 不明 粘性のある葉
kwasia Commelina diffusa 雨季の始め‐4，5月 粘性のある葉
lunkomba Ceratotheca sesamoides 4‐10月 粘性のある葉
kwankwa Corchorus sp. 雨季の始め‐4，5月 粘性のある葉
bonkko Amaranthus thunbergii 雨季の始め‐不明
isunku Celosia trigyna 2‐3月
masanze mabelobelo Portulaca oleracea 雨季の始め‐12，1月
sibololozi Polygonum senegalense 一年中
chamudonga Alternanthera nodiflora 乾季中 河辺に生える
mupondo Bauhinia petersiana 不明 煮豆と一緒に食べる
mugongo 不明 不明 ラッカセイのような味
lwidi (lusala) Scilla sp. 一年中
mukoloolo Lanchocarpus capassa 一年中 樹皮と牛乳を煮込むと酸味
siachikwiye Corchorus tridens  L. 雨季の始め‐4，5月
npoko 不明 雨季の始め‐1月 酸味
debelebe 不明 9‐12月 調理後ピンク色に変化
kadonkkola mpoto Galinsoga parviflora (av.) 9‐10月 湿地に自生している
masabe Neorautanenia mitis (A. Rich.) Verdc. 一年中
mukupwi 不明 12‐1月 白いキノコ
kapyuupyu 不明 12‐1月 赤・黄のキノコ  
注）2006/2007 年度の聞き取り調査と植物同定をもとに筆者作成。 
 
いくつかの野生植物は市場い ち ばで売ることもできる。例えば、12 月頃からの 1 ヶ月間、様々
な色のキノコが山腹の至るところに見られるようになると、女性たちはバケツいっぱいにキ
ノコを採集して町で販売する。これらのキノコは低地よりも丘陵地に多く生えるため、低地





























地不足に起因するものであると述べ、M 村にやってきた理由の 8 割が、「肥沃で広い耕作地
が欲しかった」など農業の改善を目的とするものであった。 




A グループ（世帯番号 1～15）：1967 年に入植した世帯、およびそれらの世帯を伝手に移住
してきた 15 世帯 
B グループ（世帯番号 16～32）：1968 年に入植した世帯、およびそれらの世帯を伝手に移
住してきた 17 世帯 
C グループ（世帯番号 33～41）：1990 年代以降、親族関係を持たず独自に移住してきた 9
世帯 































































           図 3 M 村全世帯の親族図と移住の年代 
         注 1）2006/2007 年度の聞き取り調査をもとに筆者作成。 
         注 2）世帯番号をイタリック体の数字で表記した。 
 
A グループ（世帯番号 1‐15） 












分し、彼女自身は牛 3 頭と犂 1 つを受け取った。 
4 人の未亡人の後見人にはデビッドの父方の従兄弟たちが選ばれたのだが28、サリア（世
帯 3）だけが M 村に住み続けており、残りの 3 人は子供を引き連れてすぐに別の土地に移
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動した。サリアの子供たちの何人かは M 村で所帯を持っており（世帯 5，7，11）、サリア
の孫であるアレックス（世帯 14）も叔父のデニス（世帯 7）を頼って低地の村からやって
きた。M 村を離れたドリタ、シアミランドゥ、ノーラの子供たちの中には M 村に戻ってく
る者もおり、ドリタの息子のミシェック（世帯 9）とシアミランドゥの娘のノラ（世帯 4）
は、それぞれ 1987 年、2000 年に低地の村から移住し、自分たちのために遺された湿地畑







ネットは息子の 1 人を低地の村に残し、1992 年、マセエの住む M 村に移住してきた。現
在、ジャネットとその子供たちの世帯（世帯 6，10，12，13）が耕作している湿地畑は、
デビッドの土地ではなくマセエから譲与されたものである29。 
 ペンバ（世帯 1）はデビッドの妻であるドリタと兄妹であり、その関係を辿って 1974 年
に低地から移ってきた。当時の M 村には人がほとんど住んでおらず、広大な土地を手に入
れることができた。息子のディクソン（世帯 8）は M 村で育ち現在では所帯を持っている。
また、ドリタの息子であるミシェック（世帯 9）は、2005 年に M 村内で住居を移したとき、
叔父のペンバから土地を譲与された。 
 
B グループ（世帯番号 16‐32） 
 1968 年、広い農地を求めてスタッフとテニスの 2 世帯が南隣の F 村から M 村に移住し、
幹線道路脇の土地で農業をおこなっていた。1970 年にスタッフが死去した後、スタッフの
父方の従兄弟であるティックティック（世帯 16）が、遺された 2 人の妻と子共たちの後見
人として低地の村から迎え入れられた。しかし、ティックティックと 2 人の妻たちの関係
が悪化し、農地の地力も落ちてきたため、1972 年にスタッフの遺族とテニスの世帯はティ
ックティックを M 村に残して F 村に戻っていった。 
それから 20年後の 1991年、スタッフの 3人の息子たちである、アルフレッド（世帯 17）、




た。アルフレッドの息子のクリストファ （ー世帯 29）、ジンの息子のチャールズ（世帯 31）、
サムウェル・マイバの息子のクリス（世帯 32）は M 村で世帯を持った。アルフレッドの
双子の兄弟であるジョン（世帯 18）は、M 村から 5km ほど離れた別村の村長であるが、
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農地拡大のため M 村に妻の一人を住まわせている。 
アルフレッド、ジン、ロバートが入植した頃は 3 人とも F 村の成員であったために、当
時の M 村は「F 村 B」（もともとの F 村は「F 村 A」）と呼ばれていた。F 村 A で集会や行
事がある度に F 村 B の住人は数時間かけて低地に出向かなければならなかった。そこで、
村の運営を効率的におこなうため、F村BをF村Aから独立して新村を作ることになった。
新村の村長を決める際、F 村 A の村長と同じクラン（mukowa）30の人物を選出する方法
が採用され31、その結果、ジンが村長、アルフレッドが副村長に選ばれた。1996 年、トン
ガ語で「酔っ払いが戯れ言をいう様子」32を意味する村名を持つ、M 村が誕生した。 




と M 村で結婚した。2006 年に夫のロデュウェルを亡くして以来、世帯主として農作業な
どの労働をエネレス自身がおこなっている。ティックティックの甥のフィニアス（世帯 19）
と孫であるジョージ（世帯 23）も 1989 年と 1996 年にそれぞれ M 村に移住してきた。 
サムウェル・チティガ（世帯 20）は、カリバ湖畔で漁をおこなって生計を立てていたが、
収入を安定させるため農業に従事したいと常々考えていた。そこで、異父兄弟のロデュウ
ェルから M 村で広い土地が手に入ると話を聞いたので、2 人の息子（世帯 28，30）と一緒
に 2003 年に移住してきた。2006 年のロデュウェルの死後、サムウェル・チティガは広大
な土地と妻子を相続している。 
 
C グループ（世帯番号 33‐41） 
 ネルソン（世帯 34）には M 村に親族や知人はいなかったが、農業に適した土地を探し











M 村から 10km ほど北にある高地の村に入植することができたが、割り当てられた土地は
痩せていたため、彼はすぐに次の居住地を探し始めた。ある日、「ホーリー・スピリット」
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33が彼を M 村に導き、全く繋がりが無かったアーノルド（世帯 35）と引き合わせたという。
アーノルドは開墾済みの土地をサムソンに分け与え、アーノルド自身は新しく未利用地を









M 村にはドイツの NGO の援助で建てられた小学校があり、2 つの教師の世帯（世帯 42，














食であり、副食のおかず（cisiyu）を付けて食べる。世帯 24 36でおこなった 9 日間の食事
調査では、調理をおこなった 84 回のうち、69 回がトウモロコシ粉を使ってシマやポリッジ
を作っており、1 日の平均使用量は 6.68kg であった。これを実質消費成員数 12.7 人37で割
ると 1 人あたりの消費量は、0.53kg／日38となる。単純に年間消費量を計算すると、1 人あ





表 2 作物ごとの栽培世帯数 
和名 方名 学名
穀類 トウモロコシ mapopwe Zea mays 41
モロコシ maila Sorghum bicolor 10
イモ類 サツマイモ chimbwali Ipomoea batatas 15
キャッサバ mwaanja Maniot esculenta 8
マメ類 ラッカセイ indongwe Arachis hypogaea 17
ササゲ nyangu Vigna unguiculate 13
野菜類 カボチャ matanga Cucurbita sp. 34
セイヨウアブラナ leipu Brassica napus L. 28
オクラ mudelele Hibiscus esculentus 23
トマト madeede Lycopersicon esculentus 19
ウリ makowa Cucurbita sp. 11
スイカ mamunywa Citrullus lanatus 4
キャベツ kkabichi Brassica oleracea var. capitata 4
タマネギ hanisi Allium cepa 1
果物類 バナナ ibbanana Musa spp. 30
マンゴー mango Mangifera indica 25
グアバ guava Psidium guyuva 23
パパイア ipopo Carica papaya 9
不明 masau Ziziphus mauritiana 1
その他 サトウモロコシ munsale Sorghum saccharatum 29
サトウキビ njimbe Saccharum officinarum 5
トウガラシ impilipili Capsicum annuum 4
フウチョウソウ sungwa Gynandropsis gynandra  (L.) Briq. 7
棉花 buluba Gossypium spp. 3











ふたつ目は chifuti の中の低湿地の zilili であり、そしてもうひとつは傾斜地の mulundu











           図 4 傾斜地の地形的要因による土地区分 
           注）聞き取り調査をもとに筆者が作成した概略図。 
 
整地 





 播種を始める時期は世帯によって若干の差はあるが、ほとんどは雨季が始まる 11 月頃に
開始する。その方法は、ウシによる犂耕と播種を同時におこなう方法と、手鍬を用いて植穴


















































以上が chifuti と mulundu でのトウモロコシ栽培である。chifuti と mulundu の違いと







zilili においても整地から収穫までの農作業はほとんど変わらない。それでは zilili の特徴
はどこにあるのだろうか。 
 
最も顕著な点として、zilili では湿潤な土壌という特性を生かして、年に 2 回トウモロコ
シを作付けできるということが挙げられる。雨季の作付けでは chifuti や mulundu よりも 1
ヶ月早く播種することができるため、1 月に収穫することが可能である。乾季の作付けにお
いては 5 月に播種し、9 月に収穫できる。施肥せずともトウモロコシの生育が良く、chifuti




土地の種類ごとの利用世帯数を A，B，C のグループで比較してみると、A，B，C のほ
とんどの世帯で mulundu と chifuti は利用されているが、zilili は A グループの 11 世帯の
みが占有している（表 3）。これは、M 村に最初に入植したデビッドが zilili を開墾・保有
し、彼の死後は親族が相続したからである47。 
 
表 3 地形タイプごとの畑の保有状況 
A: 15世帯 B: 17世帯 C: 9世帯
chifuti 9 12 6
mulundu 14 17 9
zilili 11 0 0  






 図 5 は 2005/2006 年度のトウモロコシの備蓄が切れてから、2006/2007 年度の収穫物を
消費し始めるまでの期間とそれぞれの世帯数の関係を A，B，C のグループごとに示したも
のである。備蓄の欠乏期間が 1 ヶ月未満の世帯は全体のわずか 4 分の 1 ほどであり、なか


























図 5 トウモロコシの備蓄が欠乏する期間* 
      注 1）2006/2007 年度の聞き取り調査をもとに筆者作成。 


































































製材をするときは大ノコを 2 人で挽く（図 7）ため、従事者たちは 2 人もしくは 3 人でチ
ームを組んでこれらの工程をこなしていた。本稿ではこの組合せを「ユニット」と呼ぶ。
2007 年の M 村の「木挽き業従事者とユニットの関係」と「大ノコの所有者」を図 8 に示し
た。3 本の大ノコは個人が持っており、残りの 2 本は数人の兄弟が共同で所有している。M
村における木挽き業従事者は合計で 18 人であり、A グループに 10 人、B グループに 7 人、
C グループに 1 人となっている。ユニットは A，B，C のグループを超えて組まれる場合も
多く、これらのメンバー間の関係を示すために 2 つのユニットを取り上げて説明する。 
 21
 











































図 8 大ノコの所有者と木挽き業従事者のユニット関係図 















 ディクソン（世帯 8）、ディック（世帯 30）、クリス（世帯 32）の 3 人は、大ノコ所






























2007 年の 6 ヶ月間で、M 村内の木挽き業従事者たちの売上の合計金額は K7,036,200（約
20 万円）であり、一人あたりの平均は K390,900（約 1,1000 円）になる。K390,900 をト
ウモロコシに換算すると約 800 キログラム62に相当し、木挽き業から得られる現金収入は非
常に大きいと考えられる。売上の合計金額の内訳を A，B，C のグループごとに見てみると、
A グループが K4,481,200（64％）、B グループが K2,087,000（30％）、C グループが K468,000
（7％）となっており、A グループの割合が特に目立つ。 
 







表 5 木挽き業から得た現金収入の用途 
世帯
番号 粗収入（K）
8 765,000 トウモロコシ 130kg トウモロコシ粉 50kg ブタ1頭 服飾 毛布 借金返済
15 732,500 トウモロコシ 100kg 食料 トタン屋根4枚 貯金 婚資の支払い
11 565,000 食料 兄弟の治療費 服飾 カメラ
39 468,000 トウモロコシ 180kg ヤギ1頭 ニワトリ4羽 毛布 服飾 貸与
5 432,600 トウモロコシ 150kg 日用品 服飾
32 418,000 トウモロコシ 150kg 皿 服飾
29 373,000 トウモロコシ 270kg 子供の病院代
24 350,000 携帯電話
12 264,000 トウモロコシ 180kg 日用品 携帯電話
28 240,000 サツマイモ 毛布 服飾 ラジオ
19 215,000 ブタ2頭 ニワトリ3羽 服飾
購入物
 
注 1）2007 年 1～6 月の聞き取り調査をもとに筆者作成。 






















図 9 M 村内の賃労働の支払い 
注）2006/2007 年度の聞き取り調査をもとに筆者作成。 
 







た。ほとんどの客は M 村周辺の住民であり、たまっていく一方の「つけ」に E.M.は頭を抱
えていた。2006 年 11 月、兄の M.M.も隣接して同じような商店を建てたが、経営状態は弟
の店と変わりなかった。 









売られ、E.M.ひとりの売上は K5,954,000（約 17 万円）65に達した。兄の M.M.も同じやり
方で板を転売したが、売上は弟の 3 分の 1 以下程の金額であった。 
 M 村の木挽き業従事者たちも「つけ」で商品を購入するなどして、E.M.に 225 枚の板を





















A グループ（世帯番号 1‐15） 















B グループ（世帯番号 16‐32） 
 早くから M 村に入植したことにより、多く世帯が広い農地（chifuti）を保有し、トウモ
ロコシの自給率が高い。乾季には chifuti の季節河川沿いで野菜を育て、市場い ち ばでの販売もお








































                                                  
1 カリバ湖畔で漁業を集約的におこなうため、ザンビア政府によって 1995 年にフィッシング・キャ
ンプ（fishing camp）が設けられた。1998 年には 16 あったフィッシング・キャンプが 2007 年に
は 27 にまで増加した。フィッシング・キャンプに暮らす住民のほとんどが南部州以外から出稼ぎ
にやってきた人々で構成されており、彼らはあまり農業をおこなっていない。 
2 ニシン科（Clupeidae）の淡水イワシのことで体長は約 3 センチである〔遊麿正秀 1993〕。 
3 2005 年の時点で 17 会社中 15 社が白人経営によるものであった。 
4 カペンタ漁には大掛かりなボートやネットなどが必要なため、地域住民が経営を始めることは難し
い。 
5 1,172 トン（1977 年）→17,034 トン（1997 年）〔IMERCSA 2007〕 









低地は①13,300、②60 であるのに対して、丘陵地では①3,300、②258 となっている〔FAO 1993〕。 
10 本稿では村名の頭文字をとって、調査村を M 村と表記する。 
11 食事調査をおこなった期間は、家族総出で早朝から農作業をおこなう農繁期にあたるため農閑期と
比べて食事の回数は減少する傾向にある。 
12 これは、ザンビア政府が 10 年毎（1969，1980，1990，2000）におこなっている国勢調査（National 
Census）における「世帯」の単位とも合致する定義である。 










                                                                                                                                                  








22 例えば、1 ラインを除草するのに K1,000、犂耕の労働は 1rima あたり K20,000 の賃金が支払われ
ていた（rima とはトンガ語で畑の広さを表すときに用いる単位であり、1rima はおおよそ 1 日に
犂耕できる面積とされ、1rima =1/4ha である）。 
23 グループの A，B，C 順を最優先に、次に世帯主の年齢順を優先させて世帯番号を付与した。 
24 2000 年代に M 村にやってきた小学校教師の 2 世帯は、本研究の分析対象としていない。 












31 M エリア 7 村において、新村の村長を前村の村長と同一のクランから選出するという方法を採っ






33 夢の中で、「M 村に行けば良い土地が手に入る」とホーリ ・ースピリットがサムソンに告げたため、





36 食事調査期間中の家族構成（括弧内は年齢）は 20 歳以上の成人男性 2 人（40、27）、20 歳以上の
成人女性 3 人（36、33、27）、男児 4 人（14、7、4、1）、女児 10 人（17、13、12、9、9、7、6、
3、3、2）であった。 
37 リチャーズらが実施した栄養調査〔Richards & Widdowson 1937〕に従って、14 歳以上の男には
1.0、14 歳以上の女には 0.8、6 歳から 14 歳の子供には 0.7、それ以下の子供には 0.4 を与えて、
乳児は除いて実質消費成員数を算出した。 
38 雨季に算出されたので、乾季はこの値よりも若干大きくなると考えられる。 
39 M 村では、犂耕をおこなうのに必要な 2 頭以上のウシと犂を所有している世帯は 9 世帯のみであ
るが、拡大家族内での共同労働や世帯間での貸し借りが頻繁におこなわれた結果、2006/2007 年度
は 38 世帯が犂耕をおこなっていた。 





                                                                                                                                                  
が育っており収量も多く感じられた。 
42 PAM（Programme Against Malnutrition）は、ザンビア農業省が支援する NGO の小規模農家に
対する支援プロジェクトであり、M 村は 2001/2002 年度から援助対象地域に含まれている。 




46 1 ヶ所に播種される平均種数は、chifuti・mulundu では 2 粒に対して zilili は 3 粒であった（M 村
の chifuti・mulundu66 筆、zilili11 筆の耕作地のデータから算出しており、ライン幅と播種間隔を
揃えて計算した）。 
47 相続の際に細分化されたために 1 筆あたりの面積は小さい。 
48 ルサカなどの都市で約 K150,000 で売られており、高級品である。 
49 1986 年に 1 人が始めており、以後 1990 年代に 7 人、2000 年以降が 8 人となっている（2 人無回
答）。 
50 一艘あたり 70 枚ほどの板が必要である。 





54 家具職人などから特別に注文されない限り、幅 1foot、長さ 10feet、高さ 1inch の大きさに切り分
けられる。 










60 M 村住民の中で 7 人が携帯電話を所持しており、3 人が教師、4 人が木挽き業従事者たちである。 
61 1foot は 30.48cm である。 
62 3 章で算出した 1 人あたりの消費量（192kg/年）で単純に計算すると、4 人家族の世帯が 1 年間暮
らしていくのに充分な量である。 
63 3 章で算出した 1 人あたりのトウモロコシ消費量（0.53kg/日）と、実質消費成員数を使ってそれ
ぞれの世帯について概算したところ、世帯 7 で 94 日、世帯 28 で 105 日、世帯 12 で 94 日、世帯
3 で 98 日、世帯 19 で 94 日、世帯 17 で 159 日の消費量となった。 
64 E.M.はルサカで大ノコを購入し、大ノコを持たない若者たちに貸し出したり、（カペンタ漁会社が
買い取る金額の半額の）K1,000/foot で板を直接買い取ったりした。 
65 2007 年 6 月 30 日時点の売上。正確な計上利益を算出することはできないが、E.M.は「売上の半
分は利益（profit）」であるという。 
66 これらの 3 世帯は 2004/2005，2005/2006，2006/2007 年度といずれも高い収量と売り上げを記録
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